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7. 畑地土壌からの一酸化窒素および亜酸化窒素の放出に及ぼす

施肥深度の影響

〔要約〕施肥域の深層化により痙上墜から大気への 一酸化窒素放出量を大幅に削� 施肥
の深層化も10 cm程度で十分の効果があり、 それにより一酸化窒素放出量をほぼ無施肥土壌の水準にま
で削減できる。
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〔背景・ねらい〕

世界最大の化学肥料消費国となった中国をはじめとする食糧増産の必要に迫られる発展途上国におい
ては、 農耕地への化学肥料投入量が急速に増大しており、 これにともなう環境負荷の増大が懸念されて
いる。 そのうち大気の環境に負荷を与える物質として、 一 酸化窒素(NO)および亜酸化窒素(N 20)が挙げ

られ、NOは光化学大気汚染や酸性雨、 対流圏オゾン（温室効果ガス）の原因物質として、N 20は地球温

暖化や成層圏オゾン層破壊の原因物質として知られている。 これらの発生源として農耕地は無視できな

い存在であり、 化石燃料由来のそれに匹敵する水準であると推定されている。

本研究では、 このNOおよび凡0の畑土壌からの放出抑制法を、 施肥深度の効果に着目して、 数値解

析モ デルおよび室内実験により検討する。 モ デルは既存の畑土壌中ガス濃度分布のデ ー タをもとに作成
し、 これにより土壊中ガス濃度分布及びガス放出速度に及ぼすガス生成部深度の影響を推定する。 室内
実験では、 施肥深度の異なる土壊カラム（深度1 m、 黒ボク土表層土）を用い、 モ デルによる推定結果

を検証する。

〔成果の内容•特徴〕

1. 数値解析 モ デル：NOではその生成部の深層化にともない、 土壊表層部の濃度勾配が低下し（図

1)、 大気への放出速度も低下するのに対して（圏2)、N 20ではそのいずれにも大きな影聘を与えな

いことが推定される（図1 、 2)。

2. 室内実験：NOでは土壊中濃度分布（図3)・大気への放出速度（図4) ともに、 1 . と同様の結果
が得られる。 施肥域を土壊表層から10cm 深層部へ移動させることで、 大気へのNO放出速度を無施
肥区と同等レベルにまで低下させることが可能である（図4)。

〔成果の活用面・留意点〕
1. 本研究で明確な効果の認められた施肥深度は、 一 部の従来施肥法のそれに対応するものであり、 本

成果の現場への応用も容易であると思われる。 例えば側条施肥なども、 肥料利用率向上の意味に加え
て、NO放出削減の意味からも有効な施肥法である可能性が高い。

2. NOの生成・消費の現象は各種の土壊条件に依存するが、 比較的ガス拡散係数の高い黒ボク土壌を
用い、 かつ土壌深層部におけるNO生成に適した土壌水分 環境下において今回の結果が得られたこと
から、 その他の条件下においても同様の効果が期待できる。
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土壌中のガス濃度分布に及ぼすガス生成部
深度の影響（モデル解析）
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k. 
NO生成部深度
10-20 cm
NO生成部深度
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ガス放出速度に及ぼすガス生成部
深度の影響（モデル解析）
*1: 施肥域上端深度(m);
*2. 施肥域下端深度(m)

0.3 

0.3 

゜ 0 0.1 0.2
土壌深度

(
圭_
E
N
i
 rt
)
 
ll

�
 丑
溢
0~
N
1

2
 

8

6

4

2

0*

＊
 

1゚

2
3
 

0
0
 

(
＞
 q
d
d)
 
ll
i
!O
N
 

(
A
q
d
d)
 
lJ
謡"
O
N
 

500 

400 

300 

200 

100 

500 

400 

図3

゜

00

80

60

40

20

0

ー(-＇
qェ'
W
N
i
rt
)
 l/
�
 丑
涎
O
N

図4

施肥深度
0-10 cm
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土壌NO濃取分布の経時変化に及ぼす施肥
深度の影響（室内実験），9

NO放出速度の経時変化に及ぼす施肥深度
の影響（室内実験）

〔その他〕
研究課題名：土壊・大気間の窒素動態 ー NOおよび凡0の動態に及ぽす土壊環境要因の解析 一

予算区分：経常
研 究期間：平成9 ~ 10年度
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